
♦全大会         （報告者：副会長 宮森 恒成） 

    

 

会  場    三重県津市産業スポーツセンター サオリーナ 

1 会場 サオリーナ(令和元年 10 月 19 日(土))  

2 オープニング 郷土芸能 【津高虎太鼓】【分部町唐人踊保存会】【津しゃご馬保存会】 

3 開会式 

4 記念講演 

演題 

『共に生きる』～ダウン症の子どもを育てて学んだこと～ 

講師 金澤泰子氏 席上揮毫 金澤翔子氏 

5 閉会式 

<講演内容> 

・冒頭に金澤翔子氏による演題の揮毫、母、泰子氏の絶妙な補助に母娘の絆が感じられた 

・ダウン症で完全に自立した一人暮らしは例がなく一人暮らしを宣言して有言実行・現在 5年目 

・商店街での買い物を町ぐるみでサポートしてもらった 

・町が様変わり 明るくなった みんなで育ててくれた素晴らしいコミュニティ 

・障がい者だからといって、なんでもやってあげてしまうことは達成感を奪うことになる 

・子ども、障がい者を信じて見守ってください 

 

翔子氏退席 

幸せの境地に至ったいきさつ 

・20 才までは地味に生きてきて、オリンピック公式ポスターでの世界で 11 人の一人に選抜され

た 20 才から劇的に変化 

・不思議な力 たとえば超晴れ女 講演会 1200 回の内、雨は 4回のみ 

・書の不思議 涙が流れるのが不思議 私の方が上手いのに誰からも涙が流れない 

 

＜会場＞ 

 

＜ステージ＞ 



・屏風に書いた鎌倉の展覧会 ある種の力 

・IQ は低いものの感性が素晴らしい 純度の高い魂を持っている 

・力強さの中に優しさ 染色体が 1個多いダウン症ゆえの優しさ いつでも幸せ 

 

生い立ち 

・42 才でルンルンの初出産も「52 日目に知能がなくて歩けないかも」との医者からの宣告 

・今はいい時代だが、35 年前は隠して育てた 

・高齢出産 生きてちゃいけない 何度も死のう どうしようもない 命と引き換えに奇跡を起

こして治してください 

 

保育園はいい先生がいて楽しく通う 

小学校は普通学級 

・担任は若い女性で、優しい子が増える、いてくれていいよと福音のように嬉しい先生 

・神はこの世に不要なものを作らない ビリにはビリの役目がある みんなが愛してくれた 

 

その頃、書道教室を開く 

 

小学校 4年生の時、身障者学級に行ってほしい 遠い学校への転校を打診されるもいろんな条

件があり、飲めず、学校をボイコット その間、お経の 3000 字をひたすら写経して過ごした 

引きこもって友達がいない 誰も家に来ない 書道教室も寂れていく 

 

・般若心経の大作を作らせよう マイナスがない 1 枚ごとにありがとう 

276 文字 涙の般若心経 1 番人気 3000 字 楷書の基本が身についたおかげで書家になれた 

 

闇の中 

半年後、遠い学校に喜んで通う 

ある時、「ダウン症ってなあに？」と聞かれ、「書道が上手い人のこと」と答えたことがあった 

 

中学高校も支援学校 

明るくて助かるという先生方からの評価 あだ名は「仕切り屋翔子」 

 

作業所 入所説明会 

貿易関係の 13 個の会社を経営していた父親が 14 の時に心臓発作で亡くなった  

運の悪いことが重なり 半年後、妹も末期ガンで亡くなる 

だらしない子育てができない親 小太り 

生きていけない暗い中 亡くなった父の「翔子は字が上手い いつか個展をやろう」 

と言っていた言葉を思い出す 

メディアに取り上げてもらい無名の翔子の書に 2000 人の涙 

学歴がない ひとりっ子で競争心がない いつもニコニコ 妬み、マイナスがない 

社会の構造がわからない お金のこと 世俗に対する欲望もない 無心 みんなに喜んでもらい

たい  

いまでこそ結婚を考えるようになり 3、4 年先のことまで考えるようになったが今までは明日の

食事までのことしか考えられない 

 

教えたわけではなくおいしいお菓子をみんなにあげたい 欲望もなく 比べることもなく 

 



月の法則 お月さまありがとう 付いてきてくれて 

社会の埒外 宇宙と話す 星と交信 宇宙、天空と繋がっている 平和と愛 宇宙の摂理 

 

引きこもっている子の親から相談 生きているだけで大成功 

平等 尊厳 社会は愛に満ちている 

 

3 パーセントの病的遺伝子を免れた 97%はその 3％に敬意を表する  

 

風神雷神図 俵屋宗達の国宝と並べる 

無 飛翔 

唐 1400 年前と同じ 

真っ白な着物を着て、ニューヨーク国連本部で 10 分間のスピーチ 

 

世界で一番悲しい日記 生きてさえいれば絶望はない 

 

翔子氏再登場 ダンスパフォーマンス 

マイケルジャクソンの beat it 

 

(文責:県 P連副会長 宮森恒成) 

      

<感想>  

心温まるエピソード・子育ての苦労話から、障害者だからといって過保護になったり、人生を悲

観するのではなく、子どもを信じ、熱中できること、持ち味を発揮できることを見つけることで

輝いて生きていける「生きてさえいれば絶望はない」ということを学びました。 


